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Abstraction: 2008 年の金融危機の煽りを受け，2009 年 7 月現在も雇用情勢は厳しい．その

ような状況であるからこそ，求人企業側，求職者側双方が満足する雇用が求められ，その

第一歩として求人企業，求職者双方のニーズの把握が必要である． 

そこで本稿では，新規卒業者雇用と派遣社員雇用に着目し，企業が求人サイトに載せた

メッセージと求職者が語る電子掲示板の投稿から頻出する単語を抽出し，それらを比較す

ることで求人企業の訴求点と求職者のニーズを分析した．その結果，新規卒業者と派遣社

員では，求人サイトでも掲示板でも記述内容が大きく異なり，新規卒業者では仕事のやり

がいについて，派遣社員では雇用条件についてが，求人サイト，掲示板の両方で多く記述

されていることが明らかになった． 

キーワード［雇用，電子掲示板，派遣，新卒］ 

 

１．はじめに 

サブプライムローン問題，リーマンブラ

ザース破綻の影響を受け，日本は 100 年に

一度とも言われる不況に陥った．そのよう

な状況の中で派遣切りや内定取り消しが大

きな問題となり，2009 年 5 月には完全失業

者数は 347 万人，有効求人倍率は統計史上

最低の 0.44 倍を記録し，雇用情勢は厳しさ

を増し，求職者は就職することさえもまま

ならなくなっている［1］［2］．その一方で，

新規卒業者（その年に卒業又は卒業見込み

の学生．Ex.2011 年新規卒業者は 2011 年 3

月に卒業する学生）の就職 3 年以内の離職

率は，雇用情勢とはあまり関係なく過去約

20 年に渡って，中卒 7 割・高卒 5 割・大卒

3 割の値を保持しており，「七・五・三現象」

と呼ばれ問題となっている．（図 1，2，3

参照）［3］ 

これはつまり，新規卒業者と仕事とのミ

スマッチが起きていることが考えられ，こ

のミスマッチを解消することは新規卒業者

の職業定着に大きく貢献する．また，この

ような厳しい雇用情勢の中では，離職者が

再就職先を決めることは困難であると予想
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されるため，離職を低減させることは完全

失業率の改善にも貢献する． 

本稿では，新規卒業者を初めとする求職

者のニーズと企業の求職者への訴求点を明

らかにすることによって，企業と求職者の

ミスマッチを明らかにすることを第一の目

的とする．また，近年問題になっている派

遣社員（雇用されている事業主ではなく，

他の事業主の指揮命令を受けて他の事業主

のために労働するという雇用形態で雇われ

ている労働者）の問題を明らかにすべく派

遣社員求人市場と新規卒業者求人市場がど

のように違うのかを明らかにすることを第

二も目的とする．

 

 

図 1 中学卒 3 年以内離職率 

 

図 2 高校卒 3 年以内離職率 

 

図 3 大学卒 3 年以内離職率
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２．分析対象 

本稿では，フリーソフト TinyTextMiner

を用いて企業側からの求職者に対しての訴

求点と求職者側のニーズを求人広告サイト

と電子掲示板の文面に登場する単語から明

らかにする［4］．現在，特に大学の新規卒

業者向けの求人はインターネット上の求人

サイトを通じて行うことが一般的となって

いる程，求人において求人サイトは重要な

役割を担っており，企業の求職者への訴求

点を明らかにするための分析対象として求

人サイトは適当な存在である言える．今回

は求人サイト「エンジャパン」に掲載され

ている図 4 のような求人広告の中から①事

業内容②募集職種③応募資格のような記述

内容の指定された項目ではない，黒枠部分

の自由記述内容のみを分析対象とする［5］．

この黒枠部分は，自由記述であるが故に企

業が最も強調したい内容が記述されている

筈であり，これを分析することで企業の求

職者への訴求点が明らかに出来る．また「エ

ンジャパン」には新規卒業者向けの求人サ

イト，派遣社員向けの求人サイトがそれぞ

れに設けられており，新規卒業者向けの訴

求点，派遣社員向けの訴求点の違いを明ら

かにすることも出来る．本稿では，新規卒

業者向け広告 400 と派遣社員向け広告 400

をデータとして用いた． 

次に求職者側に関しては，約 49 万人のユ

ーザー登録を誇る就職情報サイト「みんな

の就職活動日記」内に設けられている図 5

黒枠のような電子掲示板内での求職者の投

稿内容を分析対象とする［6］．ここにも新

規卒業者，派遣社員それぞれの求職者が書

き込みをしており，双方を対象とすること

が出来る．ただし新規卒業者による書き込

みは大半が入社試験をいかにして合格する

かという話題に終始しているので，今回は

仕事についての漠然とした夢を書き込む，

新規卒業者のニーズは「あなたの夢は何で

すか？」スレッドの 800 投稿を，派遣社員

のニーズは「派遣社員として働く」スレッ

ドの 800 投稿をデータとして用いた． 

これらのデータのテキストデータから代

名詞、ハンドルネーム、数字、英字を除去

した全ての名詞と形容詞、新規卒業者向け

広告 5861 単語、派遣社員向け広告 12989

単語、新規卒業求職者掲示板 5289 単語、派

遣社員求職者掲示板 25914 単語を分析対象

とした． 
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図 4 エンジャパン求人広告 

 

 

図 5 みんなの就職活動日記内掲示板の投稿 
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３．カテゴリ分類 

カテゴリ名 内容 

夢カテゴリ 可能性・希望などの前向き

な単語群 

悲観カテゴリ 辛い・厳しいなどの悲観的

な様を表す単語群 

楽カテゴリ 簡単・楽などの快適さを表

す単語群 

スタッフカテゴリ 同僚・上司などの従業員を

表す単語群 

経験カテゴリ 経験・資格などのスキルを

表す単語群 

給与カテゴリ 月収・年収などの給与に関

する単語群 

勤務日カテゴリ 週休二日・祝日休みなどの

勤務日に関する単語群 

勤務体系カテゴリ フルタイム・長期雇用など

の雇用体系に関する単語群 

勤務地カテゴリ 東京・阪急沿線など勤務地

に関する単語群 

福利厚生カテゴリ 雇用保険・社員食堂などの

福利厚生に関する単語群 

仕事内容カテゴリ 営業・事務などの仕事内容

に関する単語群 

業界カテゴリ 金融・商社など業界に関す

る単語群 

企業規模カテゴリ 上場企業・中小企業などの

企業規模に関する単語群 

研修カテゴリ 人材育成・トレーニングな

どの研修に関する単語群 

グローバルカテゴリ 世界中・中国などのグロー

バルに関する単語群 

ステップアップカテ

ゴリ 

キャリアアップ・スキルア

ップなどの単語群 

技術カテゴリ 開発・研究などの技術に関

する単語群 

表 1 カテゴリの名前と内容 

 

企業の訴求点と求職者のニーズを明らか

にするために求人に関して特徴的で同傾向

の意味を持つ単語をカテゴリにまとめ，17

のカテゴリを作った．表 1 は 17 のカテゴリ

の名前と含まれる単語の内容を示す． 

 

４．新規卒業者求人市場と派遣社員求人市

場の違い 

４－１．派遣社員向けと新規卒業者向けの

求人広告の違い 

表 2 はそれぞれの全単語数に占める各カ

テゴリに含まれる単語の割合である．派遣

社員向けの広告には，「給与カテゴリ」「勤

務日カテゴリ」「勤務体系カテゴリ」「勤務

地カテゴリ」「勤務体系カテゴリ」「仕事内

容カテゴリ」「研修カテゴリ」「ステップア

ップカテゴリ」のような雇用条件について

の記述が多いことがわかる．前述した通り，

給与，勤務日，勤務地，勤務体系，仕事内

容等の雇用条件についての情報は，求人サ

イトの自由記述欄とは別の規定されたフォ

ーマットで紹介されている．それにも関わ

らず，これらの雇用条件が自由記述欄でも

記述されているということは，企業にとっ

て雇用条件は派遣社員求職者に対して強く

伝えるべき訴求点だと言える．そして各社

が雇用条件を強くアピールしているという

ことは，一般的には派遣社員の雇用条件が

劣悪であるという裏返しであるとも考えら

れる． 

 それ以外にも派遣社員向けの広告には

「楽カテゴリ」「スタッフカテゴリ」「企業

規模カテゴリ」「経験カテゴリ」の記述が多

く見られるといった特徴もあった．「楽カテ
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ゴリ」「スタッフカテゴリ」「企業規模カテ

ゴリ」も求職者に対してこの仕事がいかに

快適であるか，いかに同僚が素敵であるか，

どの程度安定しているかという労働環境に

ついて記述されたものだと言える．その他，

「経験カテゴリ」の記述の多さも目立つ．

労働政策研究報告書 NO.68 によれば，企業

は「即戦力・能力のある人材を確保するた

め」「専門的業務に対応させるため」という

理由で派遣社員を雇用しているため、経験

やスキルを求めていることが分かる［7］． 

 一方で，新規卒業者向けの求人広告には

雇用条件や労働環境についての記述があま

り目立たない．その代わりに「業界カテゴ

リ」「技術カテゴリ」「グローバルカテゴリ」

についての記述の多さが目立つ．つまり新

規卒業者向けの求人広告では，どのような

業界で，自社にはいかに技術があり，いか

に海外展開をしているのかという大きな枠

組みでの企業情報が強調されていると言え

る． 

このような新規卒業者向けと派遣社員向

けの求人広告の違いには，以下のような理

由が考えられる．第一に，企業は新規卒業

者よりも派遣社員の方がより労働を現実的

なものとして捉えていると考えているので，

派遣社員には雇用条件や労働環境といった

具体的な情報を強調し，新規卒業者には大

きな枠組みでの情報を強調している．第二

に，派遣社員は短期雇用であるから企業自

体の方向性などの大枠の情報を伝える必要

はなく，新規卒業者は一般的に長期雇用を

前提とした正規雇用であるので企業の方向

性などの情報を伝える必要がある．第三に，

一般的に雇用条件，労働環境が劣悪である

と考えられている派遣社員には雇用条件，

労働環境の良さをアピールするのが効果的

であると企業が考えている． 

 

表 2 全単語数に占める各カテゴリの割合 

 

 

 

 

 

カテゴリ 
新卒 

広告 

新卒 

求職

者 

派遣 

広告 

派遣 

求職

者 

夢カテゴリ 4.49% 6.60% 3.46% 1.30% 

悲観カテゴリ 0.22% 0.62% 0.05% 1.65% 

楽カテゴリ 1.30% 2.00% 4.44% 0.87% 

スタッフカテゴリ 1.02% 0.17% 3.69% 3.15% 

経験カテゴリ 0.32% 0.38% 3.33% 2.30% 

給与カテゴリ 0.07% 0.62% 2.75% 1.84% 

勤務日カテゴリ 0.02% 0.06% 2.06% 0.43% 

勤務体系カテゴ

リ 
0.02% 0.02% 1.03% 0.13% 

勤務地カテゴリ 0.65% 0.61% 5.08% 0.26% 

福利厚生カテゴ

リ 
0.26% 0.02% 0.37% 0.00% 

仕事内容カテゴ

リ 
0.39% 0.26% 1.22% 1.22% 

業界カテゴリ 2.88% 1.13% 0.73% 0.65% 

企業規模カテゴ

リ 
0.68% 0.26% 1.66% 0.69% 

研修カテゴリ 0.26% 0.28% 2.60% 0.24% 

グローバルカテ

ゴリ 
1.74% 1.40% 0.12% 0.07% 

ステップアップカ

テゴリ 
0.00% 0.08% 1.42% 0.07% 

技術カテゴリ 3.50% 0.74% 0.58% 0.35% 
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４－２．派遣社員求職者と新規卒業求職者

の違い 

次に求職者側の特徴について見てみると，

派遣社員求職者の掲示板では「給与カテゴ

リ」「仕事内容カテゴリ」「スタッフカテゴ

リ」といった雇用条件・労働環境について

多く記述されていることがわかる．また，

「経験カテゴリ」に関しての記述も多く，

求職者自身も即戦力としての能力が求めら

れていることを感じていると考えられる．

また「悲観カテゴリ」の記述の多さも特徴

的で自身のおかれた状況を悲観していると

考えられる． 

一方，新規卒業求職者は「夢カテゴリ」

「グローバルカテゴリ」に関する記述の多

さが目立ち，世界で活躍したい，自分の夢

を実現させたいといった前向きな記述が多

く見られた． 

求職者を比較して見ても新規卒業者と派

遣社員の違いは明らかである．これらの違

いに関して，新規卒業求職者の分析対象掲

示板が「あなたの夢は何ですか？」という

テーマであること差し引いても，派遣社員

求職者の夢・やりがいへの記述は少なく新

規卒業求職者の雇用条件・労働環境への記

述は少ないと考えられる．これらから考え

られることは，新規卒業求職者と派遣社員

求職者では就業について意識の差があり，

新規卒業求職者は夢ややりがいについて，

派遣社員求職者は現実的な雇用条件・労働

環境について注意が向いていると考えられ

る． 

この違いには以下のような理由が考えら

れる．第一に，新規卒業求職者の大多数は

保護者の庇護の下にあり，自活するという

ことについての意識が低く雇用条件や労働

環境などについて深く考えていない．一方

で派遣社員求職者には自活の意識があり，

雇用条件や労働環境の重要さを十分に理解

している．第二に，新規卒業者にとって重

要なのは来年再来年よりも十年後，二十年

後の雇用条件・労働環境であるが，十年後，

二十年後のことについては誰もわからない

ので議論しても無駄だと考え，記述しない．

第三に，派遣社員求職者と違い，新規卒業

求職者は正規雇用を前提としているが故に，

一定の雇用条件・労働環境は担保されてい

ると考えられており，雇用条件・労働環境

が派遣社員求職者程，重要視されていない．

第四に，新規卒業求職者は，将来の企業を

担う者として正規雇用されるので，夢が広

がるが，派遣社員求職者は「景気変動に応

じて雇用量を調節するため」という雇用理

由のように長期雇用を前提とされておらず，

その就職先では将来を考えられず，前向き

な考えができない［7］． 

 

４－３．特徴的な頻出単語 

表 3 特徴的な頻出単語 

 

 次に１７カテゴリに区分されなかった単

語のうち特徴的なものについて述べる．ま

ず，「人」という単語が新規卒業求職者の掲

示板で多用されていることがわかる．人と

いう単語には「○人」「○○な人」というよ

語 
新卒 

広告 

新卒 

求職者 

派遣 

広告 

派遣 

求職者 

人 1.11% 4.88% 0.26% 2.28% 

正社員 0.02% 0.00% 0.15% 2.61% 

当社 3.31% 0.00% 0.42% 0.03% 

幸せ 0.05% 0.89% 0.00% 0.05% 
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うに多様な使用方法があるが，実際に掲示

板の投稿を読むと「何か人の役に立ちたい」

「人に喜ばれる仕事がしたい」といった記

述が目立ち，このような内容は派遣社員求

職者の掲示板ではあまり見られなかった． 

 一方，派遣社員求職者では「正社員」の

記述の多さが目立った．これも実際の投稿

内容を読むと，「どのぐらい派遣で働いたら

正社員に？」といった正社員登用について

の記述や「額面に上がらない正社員との差

はあるでしょう」といった正社員と派遣社

員の雇用条件の違いについて述べられてい

るものが多いことが分かった．また，「平成

15 年度就業形態の多様化に関する総合実

態調査」でも派遣社員の 53.4％が派遣社員

という就業形態を望んでいるように「正社

員で働くよりも，自分の時間にもゆとりあ

る生活を求め，派遣という働き方を選びま

した．」といった記述も見られた．一方で，

派遣社員向けの求人広告には「正社員」と

いう言葉はほとんど登場しないことが分か

る．ここからも，派遣社員から正社員への

移行が難しいことが伺える［8］． 

 次に，「当社・弊社」といった企業の一人

称が，新規卒業者派遣社員求職者向けの求

人広告に比べて多く登場することも分かる．

前述の「技術カテゴリ」「グローバルカテゴ

リ」の多さとも併せて考えれば，新規卒業

求職者には企業としての根本となる考えを

紹介している文章が多いように考えられる．

実際に「当社では『人と自然が共生する理

想的な生活環境』を創造するため，幅広い

視点から複合的なサービスを展開していま

す．」「当社はいつだって社員が主役．新規

事業を立ち上げるなら，社員に託します．」

といった企業理念の説明が多く見られた． 

 最後に，新規卒業求職者の掲示板には「幸

せ」という単語が多く見られた．もちろん

分析対象が「あなたの夢は何ですか？」と

いうスレッドではあることを考えれば当然

とも言えるが，新規卒業求職者は就業の奥

に幸せを夢見ていることが分かる． 

 

５．企業と求職者のミスマッチ 

本稿の目的の一つは，企業の求職者への

訴求点と求職者のニーズのミスマッチの発

見であったが，新規卒業者に関して言えば，

今回の分析から明らかとなった大きなミス

マッチは無いと考えられる．企業は自社の

理念をメッセージとして送り，求職者は雇

用条件や労働環境よりも自分の夢が叶うか

否か，人の役に立てるか否かを重視してい

る．そして共通の関心事項は「グローバル」

である． 

 一方，派遣社員に関しては，お互いが雇

用条件や労働環境を重視しており，企業は

経験を求め，それを求職者も理解している

といったところまではミスマッチは無いが，

求職者には正社員登用を重視する声が少な

からずあるにも関わらず，正社員登用につ

いて触れている企業はわずかであるという

違いが見られた．また，派遣社員へ向けた

求人広告には快適さを示す「楽カテゴリ」

記述の多さが目立ったにも関わらず，掲示

板では「悲観カテゴリ」記述の多さが目立

った．これは劣悪な雇用条件・労働環境の

ニーズをキャッチした求人広告が多いと言

えるが，求人広告に出てくる文言とは対照

的に違い実際の雇用条件・労働環境は劣悪

であることを示しているとも言える． 
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６．まとめ 

 求人広告 求職者 

 

 

 

 

新規卒業者 

◆一人称を用

いて自社の理

念をアピール 

◆技術力や海

外展開の話で

憧れを抱かせ

る 

◆夢・やりがい

が重要 

 

 

◆海外展開の

話には興味が

強い 

 

 

 

 

 

派遣社員 

◆雇用条件・労

働環境の良さ

をアピール 

 

◆正社員登用

についてはあ

まり触れない 

◆経験・スキル

を求める 

◆雇用条件・労

働環境が重要．

しかし，悲観的

な話題が多い 

◆正社員に関

する話題は頻

出 

◆経験・スキル

が重要である

ことは理解 

表 4 新卒と派遣の求人市場特徴 

 

求人サイトの新規卒業者向け広告と派遣

社員向け広告，就職情報サイトの新規卒業

者用掲示板と派遣社員用掲示板の頻出単語

から，新規卒業者と派遣社員それぞれの求

人市場の特徴の違いが分かった．まず，新

規卒業求職者には夢・やりがいを求めてお

り，企業はそれに応えるために自社の理念

や技術力，海外展開を広告していることが

分かった．一方，派遣社員求職者は雇用条

件・労働環境を重視しており，企業も雇用

条件・労働環境の良さをアピールしている

ことが分かった．また企業は経験・スキル

を求めており，求職者もそれを理解してい

ることも明らかとなった． 

 この新規卒業者求人市場と派遣社員求人

市場の違いは，マズローの欲求階層説（図

6 参照）で言えば，新規卒業者求人市場で

は夢・やりがいといった高次欲求である自

己実現の欲求に関心が集まっており，派遣

社員市場では生理的欲求や安全欲求のよう

な低次欲求に関心が集まっているといえる．

これは現在学生である新規卒業者の多くは

保護者の庇護の下にあり，低次欲求が満た

されているおり，高次欲求にしか関心を持

たないいと説明できる．そして派遣社員は

低次欲求が満たされておらず，給与や労働

環境といった低次欲求に関心が集まってい

ると言える．また，ハーズバーグの動機づ

け－衛生理論（表 5 参照）で言えば，新規

卒業者求人市場では動機づけ要因に，派遣

社員求人市場では衛生要因に関心が集まっ

ているとも言える． 

 求職者と企業のミスマッチに関しては，

新規卒業者求人市場では大きなミスマッチ

は明らかにならなかったが，雇用条件・労

働環境への関心の低さが明らかとなった．3

年以内離職率を低下させるためには，雇用

条件・労働環境に関する企業側の情報提供

の促進と求職者側の関心を高めさせること

が重要であると考えられる． 

 また，派遣社員求人市場に関しては求職

者・企業ともに雇用条件・労働環境への関

心の高さという意味ではマッチしていたが，

求職者が現状を悲観していることが明らか

になった．また，求職者には正社員との待

遇の違いや，正社員登用を望む声も少なか

らず存在するにも関わらず，企業側は正社

員登用についてはあまり触れないことも分

かった．派遣社員の雇用条件・労働環境の

更なる向上と正社員登用の活発化が求めら

れる． 
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図 6 マズローの欲求階層説 

表 5 動機づけ－衛生理論 

 

７．最後に 

 本稿では求人広告と電子掲示板の単語か

ら求人企業の訴求点と求職者のニーズを明

らかにし，新規卒業者求人市場と派遣社員

求人市場の違い，企業と求職者のミスマッ

チを明らかにすることを試みた．ただし，

求人広告が企業から求職者へのメッセージ

であるのに対して，就職情報サイトの電子

掲示板は求職者からの企業へのメッセージ

とは言えない．今後はより的確に求職者の

ニーズを反映したテキストの分析が求めら

れる． 
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動機づけ要因 衛生要因 

達成 賃金・報酬 

承認 作業条件 

仕事そのもの 人間関係 

責任 監督関係 

社会的承認 会社の政策と経営方針 

  身分 

自己実現の欲求 

 
自尊欲求 

社会的欲求 

安全欲求 

生理的欲求 


